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ハマボウの地域別個置数と生育状況
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Distrlbution　and　population　of　H拍εscωsんα1ηαう。　Siebold　et　Zucc．｝｛iroki　Nakanishl（Biological

Institute，　Faculty　of　Education，　Nagasaki　University，　Nagasaki　852－8521，　Japan）．Papers　in

Commemoration　of　Pro£　Df．　Shigetoshi　Okudals　Retirement：Studies　on　the　Vegetation　of

AIIuvial　Plains，　37－46，　2001．

　　∬朔scμsんα肌αう。　Siebold　et　Zucc．　grows　on　salt　marsh　habitats　in　estuarys，1agoons，　and

inlets　from　southem　Kanto　through　Tokai，　Kii　Peninsula，　Chugoku，　　Shikoku，　Kyushu　to

Amami　Island．　The　habitats　have　been　destroyed　in　some　iocalities　and　the　species　is

designated　as　an　endangered　species　m　many　prefectures，　To　obtairl　the　data　for

conservation　of．仔め18cμsんα珊αわ。，　its｝ocalities　arld　number　of　individuals　were　shown　in

every　prefecture　based　on　the　field　works　and　literatures．　　Number　of　Iocalities　and

individuals　are　greatly　differ　in　each　prefecture．　　it　may　be　due　to　the　difference　of　their

coastal　Iandforms．　The　most　frequent　prefecture　is　Kagoshima　followed　Wakayama，

Kumamoto　and　Shizuoka　Prefectures．　It　is　scarce　in　the　prefectures　of　Shikoku．　It　has　been

already　extinct　in　Chiba，　Oosaka，　Okayama　and｝｛iroshima　Prefectures．　TotaI　number　of

population　was　estimated　approximate　l　O，000　individuals．　The　decreasing　rates　of　localities

in　the　past　30　years　were　higher　tharl　l　O％in　most　prefectures．
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は　じ　め　に

　ハマボウ（研翫scμsんα況α60　Siebold　et　Zucc．）はア

オイ科の落葉低木で，その生育地は河口や入り江の塩湿

地であり，純群落をつくることから半マングローブ

（seml－mangrove）植物と考えられている（中西璽979；

Nakanishi　l　985）．その群落についての全国的な分布や

生態については，すでにまとめられているが（中西1979；

Nakanishi　I　985），その後各地から，新たな産地が報告

されてきた（木下婚82：大工園1984；上田1986；山

本・農本1990；中西正1992；荒金1996；武田・山本

1996）．また近年になって生物多様性維持の観点から，

県ごとに絶滅危惧種を指定し，保全対策の資料を作成す

ることが行われ，その中でハマボウが注目されてきた．

ハマボウの産地が少ない県はもちろんのこと，産地が多

い和歌山県や静岡県，長崎県，鹿児島県などにおいても，

比較的大きな群落が護岸工事，埋め立てなどによって消

失しつつあり，絶滅が危倶される群落であることは確か

である．環境省も群落を対象としたレッドデータブック

の中にハマボウ群落を入れている（我が国における保護

上重要な植物種および植物群落研究委員会植物群落分科

会編1996）．

　本報告はその後得られた資料を参考に，県別にハマボ

ウの生育地と個体数生育立地などを過去および現在に

ついてまとめたもので，ハマボウについての植物地理学

的，生態学的研究ならびに保全のための基礎資料を得る

目的で行われた．

　本報告をまとめるにあたり，千葉県の小滝一夫氏，静

岡県の松本雅道氏，山口県の真崎博氏，三重県の山本和

彦氏，和歌山県の木下慶二氏，兵庫県の小林禧樹氏，山

本一画氏，佐賀県の岩村政浩氏，大分県荒金正憲氏，熊

本県の小林嘉光氏，鹿児島県の大工園認氏には資料と助

言をいただいた．厚くお礼を申し上げる，

調　査　方　法

　野外調査と文献，聞き込みなどによって各県のハマボ

ウの生育地と個体数，立地などについて，なるべく詳し

く資料を収集しまとめた．その際，例えば文献について

は古いものと新しいものとを比較し，絶滅したか現存し

ているかについても注意した．得られた資料から各県の

ハマボウの生育地一覧表を作成すると共に，個体数の概

数を求め，それを5つの階級に分けて図示した．また，

現存する生育地について，過去およそ30年前と比べてど

れだけ減少したか，すなわち減少率を求め，4つの階級
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に分けて図示した．

県別の分布と生育状況

　県別にハマボウ生育地の地名と個体数，立地などにつ

いてTable　lにまとめた．生育地の多い静岡県，三重県，

和歌山県および九州においては，主として10株以上が見

られる生育地を記録した．以下に県ごとに過去と現在に

おける生育状況について述べる．

千葉県

　「新版千葉県植物誌」（千葉県生物学会1975）には記録

されていないし，最近発表された千葉県のレッドリスト

にも触れられていない．しかし，「千葉県植物誌」（千葉

県生物学会1958）には記録があり，標本も残されてい

る，また，Horikawa（1976）の分布図にも房総半島南

部に点が打ってある，小滝（私信）によると，館山市，

白浜町の海岸に生育していたものは高潮時に流出したと

のことである．　和園町にはハマボウに関する伝説があ

り，また今でも海岸近くの民家や神社に栽培されている．

そのすぐ近くにはハマボウが生育可能な河川やラグーン

があり，かつては野生のものがあったと想像される．し

たがって，現在では野生のものは絶滅したことになる．

神奈川県

　三浦半島の天神島が唯一の生育地であり，本四の分布

の北限自生地である．1935年に佐藤達夫によって採集さ

れ（佐藤1970），それ以後増島・石渡（1950）や久内

（1952），神奈川県博物館協会（1958）などの報告によっ

て知られるようになった．生育地はハマオモトや他の海

岸植物と共に，県の天然記念物に指定され，保護されて

いる．立地は塩湿地ではなく，岩礁地であるため，群落

高は低く1．5m以下である（村瀬ig67）．

静岡県

　伊豆半島には下田市，賀茂郡賀茂村，同郡南伊豆町，

田方郡土肥町に生育地がある．そのうち下田市吉佐美の

ものは市の天然記念物に指定されており，大加茂川河口

付近から上流約300mに渡って両岸に群生しており，株

も大きい．杉本（1984）によると約400株が生育してい

るという．南伊豆町の青野川河口付近の群落は静岡県最

大の群落と思われ，約1000株が生育していたが（杉本

1984），河川改修でなくなった（佐藤1985）．賀茂村安

三里網屋岬の群落は古くから知られ，約60株が生育して

いる（杉本1962；静岡県生物研究会1967；中西1979；

近田1981；杉本1984）．三保半島の内湾側にも大きな群

落があり，古くから記録されていたが（小笠原1892），

埋め立てによって絶滅した（静岡県生物研究会1967）．

また，静岡市，焼津市，志太郡大井川町，榛原郡榛原町

などにも記録されているが，今はほとんど見られない（杉

本1984）．一方，遠州灘に面した海岸には所々生育地が

あり，榛原郡御前崎町白羽；御前崎，同郡相良町地頭方；

相良，磐田郡福田町太田川，湖西市，浜松市馬込川など

に記録があるが（杉野1969；1983；浜松植物同好会

1968；杉本1984），現存するのは限られている．中でも

福田田1の群落は最大で，太田川両岸に約200株が生育し

ている．また，小笠郡大須賀町弁天川河口には10数株が

発見された（杉野1983）．

愛知県

　渥美郡渥美町堀切の生育地は県の天然記念物に指定さ

れ，よく知られている．株は大きく，約15株が生育して

いる．渥美半島にはそれ以外に，渥美郡渥美町小中山，

同郡赤羽根町川尻川（絶滅），同郡田原町汐川，豊橋市牟

呂に記録されている（中西正1992）．その中でも渥美町

小中山の産地は最大で，約70株が生育している．また，

三河湾湾奥の碧南市にも1株が記録されている（高木他

1968）．

三重県

　志摩半島およびそれ以南の熊野灘沿岸はリアス式海岸

で海岸線が複雑なため，海岸に面したほとんどの市，町

に生育地がある（伊藤ig51；川口1979）．志摩半島以北

では松坂市櫛田川河日（武田・山本ig96）と一志郡三雲

町碧川河口に群生地があり，伊勢湾内の自生地として注

目される．最も北の生育地は安芸郡河芸町であるが，単

三であり，真の自生かどうか不明である（三重自然誌の

会1995）．志摩半島については谷口（1958）があり，分

布図が示されているが，実際の分布地点はそれよりもは

るかに多い．この半島には的矢湾，英虞湾，五ケ所湾の

3つの入り組んだ湾があるが，いずれもハマボウの生育

地は多く，的矢湾沿岸の志摩郡磯部町では30～50株の群

落が7ケ所，それよりも小さい群落も合わせて，約350

株が見られる（玉置博92）．英虞湾沿岸の大王町，浜島

町にも比較的大きな群落があり，後者はioO株以上が生

育している．五ケ所湾に注ぐ渡会郡南勢町伊勢下川河口

の群落は県下最大め群落で，南西にのびた三角州上に発

達し，幅30m以上，長さ500m以上に渡って群生してい

る（中西1979）．国指定の天然記念物の価値があるが，

その保護対策はとられておらず，最近になって群生地の

中央に道路が作られ，群落が二分された（川口1990）．

紀伊長島町でも生育地が多いが（井波1977），埋め立て

などにより減少しており，同町門門の荻原川の群落も道

路工事の為に一部がなくなったが，残りの群落が町の天

然記念物に指定されている（紀伊長島町文化財調査委員

会1990）．

和歌山県

　和歌山県は本州でハマボウが最も豊富に生育している
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Fig．1．　Population　of／五うごsoμsんα1γzαう。　in　each　prefecture．1：0　（extinct）；2：1－49；3：50－499；4：500－999；

　　5：1000and　over．

県で，山本・農本G990）はlIケ所を記録している．日

高郡印南町のものは県の天然記念物に指定され，大きな

群落があったが，誤って伐採されてしまい，わずかに残

るのみとなり，指定解除された（木下私僑）．東牟婁郡那

智勝浦町宇久井や西牟婁郡白浜町才野の生育地は開発と

河川改修で消失した（山本・農本1990）．御坊市日高川

河口およびそれに注ぐ王子川下流に発達した群落は，和

歌山県最大で，川沿いに距離にしてlkmを越える大き

な群落である（中西1979；木下1982）．この群落は市の

天然記念物に指定されている．その他，智勝浦町下里江

川河口，同町湯川ゆかし潟などが100株を越える群落で

ある（岡鼻ig77；上田王986）．北限は和歌山市和歌川の

もので，数回が生育しているのみであり，それ以北の大

阪湾沿いには産地は知られていない．

大阪府

　堀Gg62）の「大阪府植物誌」には南部の多奈川に記

録されているが，すでに絶滅が報告されている（レッド

データブック近畿研究会1995）．

兵庫県

　赤穂市（福岡ほか1977），飾磨郡家島町（広瀬1999）

と淡路島（矢野ほか1972；小林1992）に記録されてい

るが，赤穂市と家島町の産地は群生していない．淡路島

では津名町丁丁，西淡町慶野松原，一宮町江井にも記録

があるが，開発によって消失した・（小林1992）．洲本町

由良の成ケ島の群落は大きく，近畿地方で最大の群落と

言われるが（小林1992），筆者は未調査である．

岡山県

　古く吉野（1930）に玉島で採集された記録があり，難

波（1960）の目録にも載っているが，その後確認したと

いう記録はなく，岡山自然を守る会（1997）では現状不

明種としているが，絶滅したものと思われる．

広島県

　加藤（1939）と奥山（1958；1974）は宮島から記録

しているが，関ら（1975）はこれらの記録は疑問である

とし，罫広鳥県植物誌」（広島大学理学部附属自然植物実

験所・比婆科学教育振興会ig97）にも何も触れられてい

ない．岡山県にもかって自生していたことから，広島県

にも分布していた可能性が高い．

山口県

　萩市笠山の産地は日本海側の北限自生地の一つで，市

の天然記念物に指定されている．生育地はかつての入り

江と思われるが，今は他の樹木が茂っており，数株が見

られるに過ぎない．大津郡油谷町伊上は池の周囲に約50

株，川沿いに30株が自生しており，中国地方最大の群落

である．下関市吉母青葉川河口にも約40株が生育してい

る．その他豊浦郡豊浦町室津，同郡豊北町神田にも生育
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地がある．瀬戸内海側では防府市，徳山市大島（真崎

2000），吉敷郡秋穂町に知られているが，秋穂町の産地

は今は見られない（岡ほか1972）．

香川県

　小豆島（小豆郡土庄町）には古くから知られた産地が

あり（正宗・里見1963），数株が生育している．本土側

では西部の大川郡引田町と白鳥町に記録があるが（香川

県保健環境部自然保護課1981），大きな群落はない．

徳島県
　海岸線が複雑なため，産地は比較的多く，鳴門市日出，

同市島田島，徳島市中洲，阿南市蒲生田，海部郡由岐町，

同郡牟岐町中村，同郡宍喰町那佐に知られている（阿部

1967；1990；赤沢1976）．中でも由岐町田井川河口の

ものが最も大きな群落である．

高知県

　海岸線が比較的単調で，波浪の影響が強いので生育地

は少なく，室戸市，宿毛市，吾川郡春野町に記録がある

が（山中1978；高知県牧野記念財団2000），大きな群落

はない．この内，室戸鐸の産地は絶滅したと考えられて

いる（高知県牧野記念財団2000）．

愛媛県
　海岸線が複雑であるため，生育地は多いと思われるが，

よく知られていない．西宇和郡瀬戸町，同郡三瓶町南

宇和郡御荘町には群落がある．瀬戸町三机は陸けい島の

岸に10数株があるのみであるが，御荘町は僧都川河口を

中心に生育地は多く，四国最大の群落がある．

福岡県
　かつては北九州市門司区，小倉区，若松区，八幡区な

どにも記録されていたが（吉岡1964），今は埋め立てな

どによって消失した．宗像郡津屋崎町塩浜付近の小河川

の下流域および塩田跡の周辺にも25株を確認している

が，点在しており群落はみられない（中西王979）．糸島

半島周辺には大きな群落があり，古くから福岡市今津瑞

梅寺川河口のものが有名であったし（土井1933），遠賀

郡岡垣町三里松原汐入川河口のものも大きな群落であっ

たが（猪上1979），いずれも工事のため断片的となった．

最大の群落は糸島半島南部を流れる雷山川の下流域の両

岸で，糸島郡志摩町側は約1kmに渡って群生している

（若宮1967；中西1979；尼川1983）．前原市側も途切れ

ているが，多くの個体が見られる．

大分県

　角杵市場崎川の下流から河口の群落が最大で，約100

株が生育している（荒金1990）．次いで国東町冨来浦に

約40株（荒金玉996），臼杵市八坂川に20株余り（荒金私

信），速見郡日出町東小深江の入り江に13株（川田

1993），爾海部郡蒲江町に10株（小田・生野1994）が
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Table　1．　Localities　and　population　of∫∫6う‘8cμsんα配αbo．

産 地 個体数、生育立地など 文　　献

神奈川県
　横須賀市天神島　　　　　　　　岩礁上に発達、樹高1。5m以下、集天然記念物　　　　　　　　村瀬（1967）

静岡県
下田市熱型美吉佐美川
賀茂郡南伊豆町青野川
賀茂郡賀茂村安良里網屋1岬

田方郡土肥町八木沢西浜、丸由
浜松市中田島町馬込川
磐田郡福田町太園川
小笠郡大須賀町弁財天川

両岸500mに渡って群生、樹高4～5rn、400本、市天然記念物
絶滅、1，000株あったと言われる

60株、長さ130m、樹高5～8m

河口・

河口、右岸100m、左岸200m、200本が群生、大径木が多い
河口、10数株

杉本（1984）、近田（1981）

杉本（1984）、佐藤（1985）

中西（1979）

杉本（1984）

杉本（1984）

杉野（1983）

杉野（1983）

愛知県
　渥美郡渥美町小中山　　　　　　約70株、水路の両側100～200m　　　　　　　　　　　　　　中西（1992）
　渥美郡渥美彫堀切　　　　　　　　15株、株は大きい、水路下流、県天然記念物　　　　　　　　　中西（1979）、中西（互992）

　豊橋市牟呂町　　　　　　　　　900mの問に4群落、個体数合計80株　　　　　　　　　　　中繭（1992）

三重県
松坂市名瀬町櫛田用
一志郡三雲町碧川
志摩郡磯部町的矢湾沿岸
志摩郡大王国記切ともやま公園
志摩郡浜島町迫子大崎半島
渡会郡南勢町浜伊勢路川
北牟婁郡紀伊長島町呼崎萩原川

1100株、河口

59＋52＋50÷49÷47＋34＋33＋22＋14＋10株

100株以上、砂礫地、下廻り180cmのものあり
県下最大の群落、河口
田丁天然言己念物

武田・山本（1996）

玉置（1992）

中西　（1979）

和歌山県
東牟婁：郡那智勝浦町下里江川

東牟婁郡那智勝浦町湯川
西牟婁郡白浜町富田川
御坊市塩出日高川・王子川
和歌山市和歌浦和歌川

100株以上の群落が点在、個体数合計1，000株以上
10～60株の群落が点在、個体数合計192株
10株、河口

約L5kmに渡って両岸に群生
数本、紀伊半島西側の北限

上田　（1986）

上田　（1986）

山本・農本（1990）
中西（1979）、木下（1982）

山本・農本（1990）

兵庫県
　洲本市由良成ケ島　　　　　　　大群落　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林G992）
　赤穂市鍋島　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡ほか（1977）
　飾磨郡家島町西島　　　　　　　　1株　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広瀬G999）

山日県
　萩市笠山　　　　　　　　　　　　5株、市天然記念物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中西（1979）
　大津郡油谷町伊上　　　　　　　池の周囲に50株、川沿いに30株
　豊浦郡豊北町神田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡（1972）
　豊浦郡豊浦町室津　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡α972）
　徳山市大島大和　　　　　　　　10株　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真綺（1996）
　防府市富海　　　　　　　　　　　1株　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真野（1996）
　下関市尊母青葉川　　　　　　　両岸300mに約40株、樹高3～5m　　　　　　　　　　　　　中西（1979）

香川県
　小豆郡土庄町小部　　　　　　　　数株　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正宗・里見（1963）
　大川郡引田町　　　　　　　　　　1株？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川県保健環境部（1981）
　大川郡白鳥町　　　　　　　　　　1株？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川県保健環境部（1981）

徳島県
　鳴門市摂出、島田島、岡綺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤沢（1976＞、堅磐（1990）
　徳島市中洲、加賀須野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤沢（1976）、阿部（1990）
　阿南市蒲生田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿都（1990）
　海部郡由岐町田井川　　　　　　　河口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部（1990）
　海部郡牟岐町中村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部（1990＞
　海部郡宍喰町那佐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部（1990）

愛媛県
　西宇和郡瀬戸町三聖　　　　　　10数回、樹高2．5～3m、内湾の岸　　　　　　　　　　　　　中西（1979）
　西宇和郡三豊町
　南宇和郡御荘町僧都用　　　　　　四国最大の群落、下流、河口　　　　　　　　　　　　　　　　中西（1979）

高知県
　室戸市室戸岬　　　、　　　　　　照照、砂礫海岸、今では絶滅　　　　　　　　　　　　　　　　山脇G976＞
　平田郡春野町甲殿川　　　　　　　数株、下流
　宿毛市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県牧野記念財団（2000）

福岡県
　宗像郡津屋崎町塩浜　　　　　　25株が点在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中西（1979）
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（cont1nued）

　遠賀郡岡垣町三里松原汐入川　　工事によって断片的となった　　　　　　　　　　　　　　　猪上（1979）、中西（1979）
　糸島郡志摩晦・前原市泉川下流　　両岸lkmに渡って群生　　　　　　　　　　　　　　　　　　中西G979）

大分県
臼杵市熊崎川

杵築市八坂川
東国東郡国東町富来浦
速見郡日出町東小深江
南海部郡蒲江町池の浦

佐賀県
　唐津市唐津川下流
　伊万里市瀬戸町
　伊万里市電多津町煤屋
　藤津郡太良II汀牟田

長崎県
上県郡上県町佐護国下流
下県郡美津島町箕形
下県郡美津島子離田浦
下県郡美津島町面天余
壱岐郡勝本町本宮口触
北高来郡飯盛町前島
南高来郡瑞穂町西郷

下流～河目、100物
学可口、　20＋10＋5株

40株、入江
10＋3株、入江

10株

荒金（1990）、荒金（私信）

荒金（私信）

荒金　（1996）

ノil田　（1993）

小田・生野（1994）

かっては30株あったが、護岸工事によって今は2株　　　　　　中西（1979）
29株、13株、ラグーン　　　　　　　　　　　　　　　　　岩村（私信）
13株、内湾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩村（私信）

15株、7株の群落、樹高4m、入江

かつては60株あったが、護岸工事によって1株のみとなった
30株、ラグーン
30株、ラグーン
15株、樹高4～5m、内湾
40株、礫隣の内湾側
30株、　湾岸、　礫海岸

かって50株が群生、埋め立てによって消失、今は付近に数株
西彼杵郡大瀬戸附言・繭海町串島30株が点在、入江
西彼杵郡西海町伊佐浦川下流
西彼杵郡西彼町風早隅切崎
西彼杵郡西彼町浜河内
西彼杵郡時津町子々川郷広田
』ヒ松子甫郡福島隔月下

北松浦郡江迎町宋橘免大切
珂ヒ松｝寧静匡君、佐々日i丁志方

平戸市川内町
平芦市半里差町
平戸市田平
平戸市沖ノ鵬
平戸市津吉
平戸市下中雪隠町敷佐川
佐世保市単尾島小田
佐世保市筥津田」

佐世保市上小高島
福江市久賀島内幸泊
福江市平蔵町六方
福江市戸岐町戸岐
南松浦郡岐宿町河務郷即
興松浦郷里川町蛤浜
南松浦郡上五島町三日ノ浦
南松浦郡若松町乳母石ケ浦
南松浦郡若松町筒の浦

30株、下流の砂州上に発達
入江、12株
海跡湖岸に10株
10本、内湾、樹高2．5～45m
20株、樹高4m、入江、近くにも10株の群落あり
70株、小さい個体が多い、河口のデルタの砂礫地
30株、下流
40～50株、ラグーン
90株、ラグーン
10株、下流
20株、内湾
50株、樹高2～3m、ラグーン
25株、樹高a5m、下流
20株＋20株、河川
15株、樹高2m、ラグーンと河川
15株、内湾、砂礫土壌
50株、内湾
30株の群落が2つ、ラグーン、河川
10株、海跡湖
15株、河口
10株、河［コ

20＋10＋10株、下流
10株、内湾
15株、ラグーン、樹高3雛

中西（1979）

ヰ1西（1979）

ヰ1西（1979）

中西（1992）

熊本県
天草郡新和町大宮地
天草郡栖本町浜
天草郡河浦町一丁田
天草郡有明町知十橋
天草郡苓北町曲崎
天草郡松島町会津蔀島
天草郡松島町会津
天草郡河浦町円寿
天草郡河浦町路木
天草郡河浦町宮野河内
天草郡倉屠町浦
天草郡姫戸町二開戸
牛深市池の窪
牛深市墨浦
牛深市浅海
本渡市外園
オ§度Tl｝プくrl彦ゴ

水俣市恋路島

lhaの群落、熊本県最大、ラグーンと下流
約100株、ラグーン
20株の群落、個体数合計約50株、下流
10株の群落、個体数合計50株、ラグーン
30株ずつの群落、個体数合計100株
35株、　旧Ψ可「口

20株の群落、個体数合計50株、樹高2m、ラグーン
10株、下流
10株、下流
10株、ラク㌧ン
10株、ラグーン
玉0株、ラグーン

10株、ラグーン
20株、高さ5m、海跡湖岸
20株、海跡湖岸
35株、海跡湖またはラグーン
24株、樹高2m

「1コ西　（1979）

呼1西　（1979）

宮碕県
　延岡市大武町北川　　　　　　　河口、数10本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河野（私信）
　延岡市旭ヶ丘　　　　　　　　　100株　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中西（1979）
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（continued＞

　日向市竹島　　　　　　　　　　35株　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中西（1979）
　宮崎市巾着島　　　　　　　　　20株の群落、他に10株が点在、樹高4m
　宮崎市加江田川
　児湯郡高鍋町小丸川　　　　　　河口中洲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河野（私信）
　日南市大賞津細田川　　　　　　　下流中洲、数10株
　串間市市木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平田G984）

鹿児島県
出水郡長島町菅原
出水郡藁町諸浦島葛輪
出水市汐見町
阿久根市脇本浜
阿久根市折口折羅川
川内市砂岳湯田川
川内市久見崎聴
日置郡日吉町大川
日置郡澱吉町神之川
加世田市相星用河口
加世田市万之瀬川の新川
川辺郡大浦町大浦川と大王川
用辺郡喜入町旧町愛岩川
川辺郡喜入町鈴川
西之表市安城
熊毛郡南種子町熊野海岸
熊毛郡南種子町郡川
熊毛郡屋久町栗生
大島郡住用村住用川

数100mに渡って群生
ラグーン

河口から上流へ数100mに渡って群生
河口、ラグーン
2ha、最大級の群生地、ラグーン、市天然記念物
樹高3m、ラグーン
10本、ラグーン
数100本以上が群生、鹿児島県最大の群落、旧河川、

1kmに渡って点在、ラグーン
数100mに渡って群生
数10本、樹高4～51n、メヒルギと混生
150mに渡って群生、メヒルギと混生
下流、河ロ

メヒルギ、ハマジンチョウと混生
河［］、数10株？

河口、数10株？

　　　　　大工園G984）
　　　　　大工園（1984）

　　　　　大工園α984）
　　　　　大工園（｝984）

　　　　　大工園（1984）
　　　　　大工園（1984）

　　　　　大工園（1984）

　　　　　大工園（1984）
　　　　　大工園（1984）

ラグーン　大工園（1984）
　　　　　プ〈工園　（1984）

　　　　　プ〈二に園　（1984）

　　　　　プ〈工園　（1984）

　　　　　ブ〈工園　（1984）

　　　　　大工園（私信）
　　　　　大工園（私信〉

　　　　　大工園（私信）

　　　　　大工園（私信）
　　　　　初島（1986＞

見られる．その他，杵築市奈多，瑚府市上人ケ浜，大分

市乙津川，臼杵市熊崎川および深江，佐伯市木立などに

産地があるが（大分県植物誌刊行会玉989；荒金1990；

1998），群生はしていない．それらの中で別府市の産地

は海岸遊歩道の建設によって消失し（荒金・辻1994），

大分市乙津川の生育地は現状不明である．

佐賀禦

　唐津市松浦川の下流に約30株が群生していていたが，

河川の改修のために消失し，少し離れた所に数株を残す

のみとなった，北松浦半島西部は海岸線が複雑で，入り

江が多く，ハマボウの生育に適していると思われるが，

まれに見られるだけである．蒋明海沿岸では藤津郡太良

町に小群落がある．

長崎県

　海岸線が複雑であるため本土側も離島部も生育地は多

い．しかし，大きな河川がないために，河口に発達する

産地が少なく，したがってioO株を越えるような大きな

群落は見られない．対馬上県郡上県町佐護川河口の群落

は約60株が群生した日本海側の北限群落であったが，護

岸工：事によって消滅し，1株を残すのみとなった．五島

では久賀島の内幸泊に大きな群落があり，約50株が生育

しているし，福江島の福江市六方に30株ほどの群落が2

つある．平戸島には木ケ津湾沿岸に多く，紐差のラグー

ンに県下最大の群落があり，約90株が産するし，田崎に

io株，沖島には20株程度の群落が点在している．南部で

は津吉に約50株，北部では川内町に約50株が産する．対

馬では海岸線が複雑な浅生湾に生育地が多い．壱岐では

勝本町本宮西触の海跡湖岸，小川の河口付近および礫騰

の内湾側に合計約40本が見られる，本土側では北松浦郡

江迎町末橘免の河口に，県下最大クラスの群落があり，

約70株が生育するが，　生育地が礫質のためか小さい個

体が多い．鹿町町，小佐々町，佐世保市の離島や入り江

などには生育地が多い．また大村湾沿岸にも小さな群落

が点在している．

熊本県

　長崎県と同様に海岸線が複雑であるため，産地は多い．

特に天草諸島には多くの入り江や海跡湖に生育してい

る，最も大きな群落は天草郡新和町大宮地で，かつての

入り江が閉め切られ，低湿地となった場所と隣接する河

川沿いに約1haの群落を占める．次いで天草郡栖本町

浜で，低湿地に100株以上が生育している．本土側にも

所々産地があり，水俣市恋路島には群落がある（熊本県

記念植物採集会夏969）．

寓崎県

　産地は少なくないが，群落を形成している所は限られ

る．延岡市旭ヶ丘のものは最大で，約100株からなる．

次いで大きな群落はE哺市細田川の下流砂州に発達した

ものである．臓向市竹島，宮崎市巾着島，同市加江田川，

児湯郡高鍋町小丸川などにも群落があるが，いずれも50

株以下の群落である（中西1979；河野私信）．

鹿児島県

　大きな群落は県の西部海岸で，長島町出水市，阿久
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根市，川内市，加世田市，大浦町などに知られており（大

工園1984），100株を越える大きな群落が集中している．

加世田市相星川河口のものは県下最大の群落で数haの

広さであるという．川内市湯田川，久見崎，加世：田市万

之瀬川，大浦町大浦川などはいずれも大きな群落が発達

している．鹿児島湾（錦江湾）沿いの生育地は埋め立て

などによって消失したものが多い．離島では種子島，屋

久島，奄美大島などに知られている（初島重986）が，種

子島には西之表市や南種子町に数目所比較的大きな群落

がある（大工園私信）．

要がある．環境省をはじめ，各県においてレッドデータ

ブックが発行されているが，絶滅のおそれのある生物の

カテゴリーを決定する際に，客観的な半冒断をするために

は減少率がその基準となる．しかし，燗体数の減少率と

生育地の減少率とは異なり，その両方を考慮する必要が

ある．本研究では詳しく調査した県と不十分な県とがあ

り，求めた個体数は概算によったものである．今後の調

査でなるべく詳細な資料を得ることによって，各県のき

めの細かいハマボウの保全対策がなされることを期待す

る．

ま　と　め　と　考　察 引　　用　　文　　献

　Table　lの資料に基づいて，各県のハマボウの個体数

階級をFig．1に示した，個体数の最も多い県は鹿児島県，

次いで和歌山県，熊本県，福岡県，三重県であり，LOOO

個体以上が生育している．500個体以上生育している県

は，長崎県，静岡県，兵庫県，愛媛県であった，生育地

の多い県は長崎県，蕪本県，鹿児島県であり，個体数と

は必ずしも一致していない．これは例えば福岡県，兵庫

県のように，ひじょうに個体数の多い生育地が1ケ所あ

るために，県全体の個体数が多くなっている場合などが

あるからである．それに対して長崎県は10株以上の群落

の産地は多いが，大きな群落はなく，金体の個体数は比

較的少ない結果となっている．　これは長崎県が島が多

く，海岸線が複雑で長いにもかかわらず，ハマボウの群

生に適した中程度の河／【1がないためである（Nakanishi

2000）．地方別に個体数および生育地の両方を見ると，

海岸線が複雑な九州西部が最も多く，次いで紀伊半島，

東海地方であった．四国は愛媛県を除くといずれの県も

ハマボウの個体数および生育地が少なかった．このよう

に分布域内の県で，個体数および生育地の多い県と少な

い県との差が大きいのは，沿岸部の地形が関係している

と考えられる．

　各県の生育地減少率の階級をFig．2示した．絶滅した

県は千葉県，大阪府，岡山県，広島県で，それ以外の県

で減少率の高い県は静岡県，福岡県であった．この主な

原因は沿岸部の埋め立てが盛んに行われたことによるも

のである，いずれの県も生育地は減少しており，大部分

の県で減少率はio％以上であった．

　日本における現存するハマボウの個体数は合計約

10，000個体と見積もられ，およそ30年前に比べて，1500

株ほど減少したと思われる．その減少率は15％かそれ以

下であるが，生育地の減少率はそれよりもかなり高いと

考えられる．

　ハマボウの生育状況は各県においてかなり差が大き

く，したがって，その保全対策は地域ごとに検討する必
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